
　
自
然
界
の

現
象
は
正
規

分
布
が
よ
く

当
て
は
ま

る
。コ
ロ
ナ
の〝
波
〞も
こ
れ
に

類
似
し
、
行
動
規
制
は
新
規
感

染
者
数
が
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
減

少
し
て
か
ら
解
除
さ
れ
、
し
ば

ら
く
は
感
染
が
落
ち
着
く
と
い

う
経
過
を
繰
り
返
し
て
き
た
▼

と
こ
ろ
が
第
6
波
は
、
ピ
ー
ク

は
越
え
た
が
、
新
規
感
染
者
数

が
十
分
減
少
す
る
前
に
行
動
規

制
が
解
除
さ
れ
、
正
規
分
布
で

は
な
く
〝
ふ
た
こ
ぶ
ラ
ク
ダ
の

こ
ぶ
〞の
よ
う
に
、再
度
増
加
し

て
い
る
▼
コ
ロ
ナ
禍
が
3
年
目

と
な
り
、
繰
り
返
す
行
動
規
制

や
、
社
会
活
動
へ
の
圧
迫
か
ら

先
の
見
え
な
い
閉
塞
感
や
漠
然

と
し
た
不
安
が
人
々
の
間
に
広

が
り
、
ま
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は

感
染
力
は
強
い
も
の
の
、
重
症

化
率
は
高
く
な
い
こ
と
か
ら
早

め
に
解
か
れ
た
の
か
も
し
れ
な

い
▼
先
日
、
京
都
府
知
事
選
が

あ
り
、現
職
が
再
選
し
た
。聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
復
興
庁
の
元

事
務
次
官
と
の
こ
と
。
な
ら
ば

災
害
級
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
も

適
任
と
期
待
す
る
が
、
第
5
波

の
後
な
ど
、
感
染
状
況
が
落
ち

着
い
た
時
期
に
医
療
提
供
体

制
、
保
健
所
機
能
な
ど
は
改
善

さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。
入
院
待
機

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
設
置
し
た
が
、

1
1
0
床
の
う
ち
使
用
さ
れ
た

の
は
10
床
程
度
と
聞
く
し
、
高

齢
者
施
設
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、

入
院
で
き
ず
に
施
設
で
感
染
対

応
の
経
験
が
な
い
介
護
士
な
ど

が
対
応
し
て
い
る
と
い
う
▼
ぜ

ひ
、
こ
れ
ら
の
目
の
前
の
課
題

に
取
り
組
み
つ
つ
、こ
れ
か
ら
の

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
を
ど
う
乗

り
切
る
か
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、

人
々
の
閉
塞
感
や
不
安
を
払
拭

し
て
ほ
し
い
。 （
京
凡
人
2
世
）

　
2
0
2
2
年
度

診
療
報
酬
改
定
が

実
施
さ
れ
た
。

　
医
療
は
診
療
報

酬
改
定
ご
と
に
誘

導
さ
れ
て
い
く
。

今
回
、
か
か
り
つ
け
医
機
能
と

包
括
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、

病
院
と
の
連
携
で
の
感
染
症
対

策
―
に
目
が
行
っ
た
。

　
一
方
、
医
療
費
抑
制
の
た

め
、
人
頭
割
包
括
払
い
で
の
か

か
り
つ
け
医
制
度
が
目
論
ま
れ

て
い
る
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
に

か
か
わ
ら
ず
、
か
か
り
つ
け
医

の
医
療
は
必
ず
あ
て
が
わ
れ

る
。
し
か
し
希
望
の
医
療
機
関

や
高
次
医
療
機
関
へ
の
受
診
は

制
御
さ
れ
る
。

　
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
で
、
医
療
機
関
と

の
距
離
は
不
問
と
な
り
、
移
動

不
能
な
在
宅
者
や
、
移
動
手
段

あ
る
い
は
移
動
時
間
が
な
い
患

者
も
受
診
で
き
る
。
無
医
地
区

や
医
療
過
疎
、
在
宅
医
不
足
、

専
門
医
や
高
度
医
療
機
関
の
偏

在
、
等
の
解
消
に
国
は
努
力
す

る
必
要
が
な
く
な
る
（
Ｉ
Ｔ
弱

者
の
問
題
は
残
る
が
）。
提
供

さ
れ
る
医
療
の
質
は
考
慮
さ
れ

な
い
。

　
包
括
払
い
で
は
、
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
は
毎
月
決
め
ら
れ
た

回
数
の
診
療
「
健
康
観
察
」
で

患
者
を
投
薬
等
で
管
理
す
る
。

診
療
は
、
問
診
と
身
体
所
見
の

み
で
十
分
と
さ
れ
る
。「
健
康
観

察
」
な
の
で
検
査
は
無
用
と
な

る
。
医
師
は
ま
る
で
処
方
権
が

与
え
ら
れ
た
薬
剤
師
で
あ
る
。

　
生
活
習
慣
病
管
理
料
同
様
、

経
過
観
察
の
検
査
の
た
め
に
包

括
料
に
差
が
つ
く
か
も
し
れ
な

い
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、
検

体
測
定
室
の
あ
る
薬
局
よ
り
、

や
や
高
度
な
機
能
を
保
有
す
る

だ
け
で
あ
る
。

　
病
状
悪
化
時
、
地
域
包
括
診

療
料
や
生
活
習
慣
病
管
理
料
同

様
、
検
査
処
置
種
類
や
金
額
の

制
限
、
あ
る
い
は
回
数
制
限
を

付
け
ら
れ
た
診
療
は
で
き
る

が
、
そ
れ
以
上
は
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
し
て
高
次
医
療
機
関
へ

の
紹
介
と
な
る
。

　
紹
介
先
の
高
次
医
療
機
関
は

連
携
加
算
等
で
指
導
管
理
を
受

け
る
病
院
で
あ
る
。
医
療
機
関

の
系
列
化
が
進
む
。
い
ず
れ
地

域
医
療
連
携
推
進
法
人
制
度
に

組
み
込
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
患
者
個
人
や
生
活
環
境
、
あ

る
い
は
周
辺
の
医
療
提
供
体
制

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
診
療

で
健
康
日
本
を
築
き
上
げ
て
き

た
開
業
医
制
度
（
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
、
出
来
高
払
い
、
自
由
開

業
）
は
崩
壊
す
る
。

　
高
次
医
療
機
関
へ
の
紹
介
は

重
症
化
し
て
か
ら
で
、
個
別
の

医
療
費
は
か
さ
む
で
あ
ろ
う
。

健
康
寿
命
、
平
均
寿
命
が
短
縮

さ
れ
、
結
果
国
の
医
療
費
は
減

少
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

健
康
日
本
は
何
処
へ
ゆ
く

　
2
0
2
0
年
改
定
時
の
説
明

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
拡
大
に
伴
い
中

止
。
今
回
は
両
説
明
会
と
も
、

4
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

開
催
に
際
し
て
は
、
感
染
症
対

策
と
し
て
会
場
の
参
加
者
人
数

に
上
限
を
設
け
、
ウ
ェ
ブ
参
加

と
の
併
用
と
し
た
。

　
両
説
明
会
と
も
、
保
団
連
発

行
の
『
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン

問
の
回
答
を
ま
と
め
た
保
団
連

独
自
の
疑
義
解
釈
を
説
明
。
初

診
料
の
機
能
強
化
加
算
や
外
来

後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加
算
な

ど
施
設
基
準
の
変
更
に
伴
っ
て

新
た
に
届
出
が
必
要
に
な
っ
た

点
数
や
、
生
活
習
慣
病
管
理
料

や
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
1

の
よ
う
に
算
定
す
る
医
療
機
関

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

点
数
、
外
来
感
染
対
策
向
上
加

算
・
感
染
対
策
向
上
加
算
の
よ

う
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
地
域
で

の
感
染
症
対
策
を
念
頭
に
置
い

た
点
数
の
新
設
・
変
更
、
加
え

て
一
層
の
コ
ー
ド
入
力
化
が
進

め
ら
れ
た
レ
セ
プ
ト
記
載
要
領

の
変
更
等
、
多
項
目
で
複
雑
な

改
定
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
疑
義

に
つ
い
て
丁
寧
に
解
説
し
た
。

◇　
　
　
◇

　
両
説
明
会
と
も
、
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
保
険
医
専
用
サ
イ

ト
に
期
間
限
定
で
公
開
し
て
い

ま
す
。
復
習
等
に
ぜ
ひ
ご
活
用

下
さ
い
（
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
・
パ

ス
ワ
ー
ド
は
本
紙
1
面
欄
外
を

ご
覧
下
さ
い
）。

　
協
会
は
、
22
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
説
明
会
を
ウ
ェ
ブ
を

活
用
し
て
実
施
。
北
部
会
場
の
福
知
山
市
で
3
月
26
日
に
、

京
都
市
内
で
は
3
月
27
日
に
「
点
数
表
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
」

説
明
会
を
開
催
し
た
。
ウ
ェ
ブ
参
加
を
含
め
、
参
加
者
は
延

べ
5
9
4
人
と
な
っ
た
（
本
紙
第
3
1
1
9
号
既
報
）。
ま

た
、
京
都
市
内
で
4
月
21
日
に
「
新
点
数
運
用
Ｑ
＆
Ａ
・
レ

セ
プ
ト
の
記
載
」
説
明
会
を
、
北
部
会
場
の
福
知
山
市
で
は

4
月
23
日
に
開
催
し
た
。
ウ
ェ
ブ
参
加
を
含
め
、
参
加
者
は

延
べ
2
8
1
人
と
な
っ
た
。

４
年
ぶ
り
に
新
点
数
の
説
明
会
を
開
催

　
協
会
は
、
4
月
30
日
で
打
ち

切
り
が
予
定
さ
れ
て
い
る
診
療

報
酬
上
臨
時
的
取
扱
い
の
二
類

感
染
症
患
者
入
院
診
療
加
算

（
電
話
等
診
療
）（
重
点
措
置
）

5
0
0
点
の
延
長
を
求
め
、
4

月
26
日
に
総
理
大
臣
、
財
務
大

臣
、
厚
労
省
三
役
、
中
医
協
会

長
お
よ
び
全
委
員
に
対
し
て
要

請
書
を
提
出
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
陽
性
の
自
宅
療

養
者
の
健
康
観
察
を
行
う
医
療

機
関
が
あ
る
と
い
う
会
員
か
ら

の
指
摘
を
受
け
て
行
っ
た
も

の
。
患
者
数
が
高
止
ま
り
し
て

い
る
中
で
、
同
臨
時
的
取
扱
い

5
0
0
点
が
打
ち
切
ら
れ
て
し

ま
う
と
、
自
ら
の
生
活
や
家
庭

を
犠
牲
に
し
な
が
ら
も
地
域
住

民
の
生
命
、
健
康
を
守
る
た
め

に
尽
力
し
て
い
る
医
療
機
関
の

志
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
し
ま
う
と

訴
え
た
。

　
ま
た
同
日
、
①
処
方
料
の
外

来
後
発
医
薬
品
使
用
体
制
加

算
、
入
院
の
後
発
医
薬
品
使
用

体
制
加
算
の
使
用
数
量
割
合
5

％
引
き
上
げ
を
撤
回
す
る
こ
と

②
3
月
4
日
に
発
出
さ
れ
た
新

除
外
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
医

薬
品
の
う
ち
、
医
療
機
関
が
入

手
に
努
力
し
た
が
入
手
で
き
な

か
っ
た
後
発
医
薬
品
の
み
除
外

で
き
る
取
扱
い
と
す
る
こ
と
―

を
求
め
、
厚
労
省
三
役
、
中
医

協
会
長
お
よ
び
全
委
員
に
対
し

て
要
請
書
を
提
出
し
た
。
後
発

医
薬
品
の
供
給
不
安
定
状
況
が

継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
使

用
数
量
割
合
5
％
引
上
げ
は
実

施
す
べ
き
状
況
に
な
い
。
新
除

外
リ
ス
ト
の
品
目
が
多
数
に

な
っ
た
こ
と
で
、「
全
て
の
品

目
に
つ
い
て
、
新
指
標
の
割
合

の
算
出
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ

と
と
し
、
一
部
の
成
分
の
品
目

の
み
算
出
対
象
か
ら
除
外
す
る

ト
』『
新
点
数

運
用
Ｑ
＆
Ａ
・

レ
セ
プ
ト
の
記

載
』
を
テ
キ
ス

ト
に
、
協
会
役

員
が
講
師
と
な

り
解
説
し
た
。

　
3
月
の
説
明

会
で
は
改
定
内

容
を
入
院
と
入

院
外
の
2
部
構

成
で
説
明
し
た
。

4
月
の
説
明
会

で
は
、
各
地
の

協
会
・
医
会
に

会
員
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
る
疑

コロナ臨時点数（重点措置）の延長と
後発品使用体制加算の取扱いで要請

複雑な改定を
丁寧に解説！

こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い

う
使
用
条
件
で
は
、
か
え
っ
て

後
発
医
薬
品
使
用
割
合
が
下
が

る
と
の
ケ
ー
ス
も
報
告
さ
れ
て

い
る
と
訴
え
た
。

　
※
厚
労
省
は
4
月
28
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
診
療
報
酬
上
臨
時
的

取
扱
い
（
そ
の
70
）
を
発
出
。

5
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で

の
間
に
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高

い
自
宅
・
宿
泊
療
養
者
に
対
し

て
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
等

の
医
師
が
電
話
等
で
診
療
を

行
っ
た
場
合
に
、
二
類
感
染
症

患
者
入
院
診
療
加
算
（
2
5
0

点
）
と
併
せ
て
、
電
話
等
に
よ

る
療
養
上
の
管
理
に
係
る
点
数

（
1
4
7
点
）を
1
日
に
つ
き
1

回
算
定
で
き
る
旨
示
し
た
。
詳

細
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
。

4月28日に関連事務連絡出る

会
場
と
ウ
ェ
ブ
を
併
用
し
て
開
催

「点数表改定のポイント」説明会
「新点数運用Ｑ＆Ａ･レセプトの記載」説明会

期間限定
で配信中

2 0 2 2 年 (令和 4年) 5 月 1 0 日 第 3 1 2 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 1 ) 毎月10日･25日発行

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

改
定
こ
う
み
る
　外
科
、
整
外 

（
2
面
）

地
区
と
の
懇
談（
相
楽
、
綴
喜
）

 

（
3
面
）

追
悼
　
辻 

市
太
郎
先
生 

（
6
面
）

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto



　
前
々
回
改
定
で
新
設
さ
れ
た

小
児
運
動
器
疾
患
指
導
管
理
料

（
Ｂ
0
0
1

－

28
）
2
5
0
点

に
つ
い
て
は
、
適
用
年
齢
が
前

回
の
12
歳
未
満
か
ら
20
歳
未
満

に
拡
大
さ
れ
た
。

　
二
次
性
骨
折
予
防
継
続
管
理

料
（
Ｂ
0
0
1
の
34
）
が
新
設

さ
れ
た
。
骨
粗
鬆
症
を
有
す
る

大
腿
骨
近
位
部
骨
折
患
者
に
対

し
て
、
関
係
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
継
続
的
に
骨
粗

鬆
症
の
評
価
を
行
い
、
必
要
な

治
療
を
実
施
し
た
場
合
に
算
定

し
、
イ
．
1
0
0
0
点
：
手
術

を
実
施
し
た
入
院
患
者
、
ロ
．

7
5
0
点
：
他
院
に
お
い
て

イ
．
を
算
定
し
た
入
院
患
者
、

ハ
．
5
0
0
点
：
他
院
に
お
い

て
イ
．
を
算
定
し
た
外
来
患
者

と
さ
れ
た
。

　
整
形
外
科
的
な
検
査
と
し
て

は
、
関
節
液
検
査
（
Ｄ
0
0
4

の
2
）
50
点
が
新
設
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
排
泄
物
、
滲
出
物
ま

た
は
分
泌
物
の
細
菌
顕
微
鏡
検

査
（
Ｄ
0
1
7
）
と
の
同
時
算

定
は
不
可
と
さ
れ
る
。

　
骨
塩
定
量
検
査
の
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

法
（
腰
椎
）（
Ｄ
2
1
7
の
2
）

で
1
4
0
点
が
準
用
点
数
か
ら

正
式
に
点
数
化
さ
れ
、
腰
椎
お

よ
び
大
腿
骨
の
骨
塩
定
量
検
査

を
同
一
日
に
実
施
し
た
場
合

は
、
大
腿
骨
同
時
検
査
加
算
55

点
（
増
点
）
が
付
く
。

　
疾
患
別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

デ
ー
タ
提
出
加
算
50
点
が
新
設

さ
れ
た
。
試
行
デ
ー
タ
提
出
の

実
績
を
認
め
ら
れ
た
医
療
機
関

が
、
リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
厚
労
省
に
継
続
的
に
提
出

す
る
場
合
に
月
1
回
・
外
来
の

み
加
算
さ
れ
る
が
、
実
際
に
算

定
で
き
る
の
は
、
23
年
10
月
1

日
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
届
出

を
要
す
る
。

　
下
肢
創
傷
処
置
（
Ｊ
0
0
0

－

2
）
1
．
足
部
（
踵
を
除
く
）

の
浅
い
潰
瘍
1
3
5
点
、
2
．

足
趾
の
深
い
潰
瘍
ま
た
は
踵
の

浅
い
潰
瘍
1
4
7
点
、
足
部

（
踵
を
除
く
）の
深
い
潰
瘍
ま
た

は
踵
の
深
い
潰
瘍
2
7
0
点
が

新
設
さ
れ
た
。
⑴
創
傷
処
置
、

爪
甲
除
去
（
麻
酔
を
要
し
な
い

も
の
）
お
よ
び
穿
刺
排
膿
後
薬

液
注
入
は
併
算
不
可
で
、
⑵
複

数
の
下
肢
創
傷
が
あ
る
場
合
は

主
た
る
も
の
の
み
算
定
と
な

る
。

　
前
述
の
処
置
（
Ｊ
0
0
0

－

2
）
と
併
せ
て
、
下
肢
創
傷
処

置
管
理
料
（
Ｂ
0
0
1
の
36
）

5
0
0
点
が
新
設
さ
れ
た
が
、

下
肢
の
潰
瘍
を
有
す
る
患
者
に

対
し
て
、
研
修
を
修
了
し
た
医

師
が
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

を
参
考
に
、
計
画
的
な
医
学
管

理
を
行
い
療
養
上
必
要
な
指
導

を
行
っ
た
場
合
に
月
1
回
算
定

で
き
、
届
出
を
要
す
る
。
糖
尿

病
合
併
症
管
理
料
と
の
併
算
定

は
不
可
で
あ
る
。

　
治
療
用
装
具
採
寸
法
（
Ｊ
1

2
9

－

3
）
2
0
0
点
は
、
既

製
品
を
処
方
し
た
場
合
は
原
則

算
定
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

　
手
術
で
は
、
大
腿
骨
近
位
部

の
骨
折
に
対
し
て
骨
折
観
血
的

手
術
（
Ｋ
0
4
6
）
が
な
さ

れ
、
骨
折
後
48
時
間
以
内
に
整

復
固
定
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、

緊
急
整
復
固
定
加
算
と
し
て
4

0
0
0
点
が
新
設
さ
れ
た
（
要

届
出
）。
脊
椎
固
定
術
、
椎
弓

除
去
術
、
椎
弓
形
成
術
（
多
椎

間
ま
た
は
多
椎
弓
の
場
合
を
含

む
）（
Ｋ
1
4
2
）
で
、
1
．

前
方
椎
体
固
定
、
4
．
前
方
後

方
同
時
固
定
で
増
点
さ
れ
た
。

　
同
一
手
術
野
の
手
術
（
通
則

14
）
に
お
い
て
、
二
つ
以
上
の

手
術
を
同
時
に
行
っ
た
場
合
、

主
た
る
手
術
の
所
定
点
数
の
み

に
よ
り
算
定
す
る
。
今
次
改
定

の
内
容
で
は
な
い
が
、
神
経
移

植
術
、
骨
移
植
術
、
植
皮
術
、

動
脈
（
皮
）
弁
術
、
筋
（
皮
）

弁
術
、
遊
離
皮
弁
術
（
顕
微
鏡

下
血
管
柄
付
き
の
も
の
）、
複

合
組
織
移
植
術
、
自
家
遊
離
複

合
組
織
移
植
術
（
顕
微
鏡
下
血

管
柄
付
き
の
も
の
）、
粘
膜
移

植
術
も
し
く
は
筋
膜
移
植
術
、

と
他
の
手
術
と
を
同
時
に
行
っ

た
場
合
、
大
腿
骨
頭
回
転
骨
切

　
「
外
保
連
試
案
2
0
2
2
」

等
に
お
け
る
手
術
に
係
る
人
件

費
や
材
料
費
の
調
査
結
果
等
を

参
考
に
、
手
術
料
が
改
定
さ
れ

た
。
汎
用
点
数
で
は
Ｋ
0
0
0

創
傷
処
理
の
筋
肉
、
臓
器
に
達

し
な
い
も
の
の
「
長
径
5
㎝
未

満
」
が
プ
ラ
ス
60
点
、「
長
径

5
㎝
以
上
10
㎝
未
満
」
が
プ
ラ

ス
1
0
0
点
、
筋
肉
、
臓
器
に

達
す
る
も
の
の
「
長
径
5
㎝
未

満
」
が
プ
ラ
ス
1
5
0
点
、

「
長
径
5
㎝
以
上
10
㎝
未
満
」

が
プ
ラ
ス
2
0
0
点
、
Ｋ
0
0

0

－

2
小
児
創
傷
処
理
（
6
歳

未
満
）
の
筋
肉
、
臓
器
に
達
し

な
い
も
の
の
「
長
径
2.5
㎝
未

満
」
が
プ
ラ
ス
50
点
、
Ｋ
0
0

1
皮
膚
切
開
術
の
「
長
径
10
㎝

未
満
」
が
プ
ラ
ス
70
点
、
な
ど

で
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
他
科
で
も
話
題
に
な
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
Ａ
4
0
0

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
1

（
日
帰
り
手
術
の
場
合
）
の
施

設
基
準
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
の

影
響
が
大
き
い
。「
1
」
は
も

と
も
と
入
院
ベ
ッ
ド
は
必
要
な

い
。
術
後
の
患
者
の
回
復
室
を

確
保
し
、
患
者
が
回
復
室
に
い

る
間
は
患
者
4
人
に
対
し
て
看

護
師
1
人
が
回
復
室
に
勤
務
し

て
い
る
、
退
院
後
お
お
む
ね
3

日
間
の
患
者
に
対
し
て
24
時
間

緊
急
対
応
可
能
な
状
態
に
あ
る

―
な
ど
の
施
設
基
準
に
変
更
は

な
い
が
、
従
前
は
全
身
麻
酔
以

外
の
麻
酔
で
行
え
る
手
術
で

あ
っ
て
も
麻
酔
科
医
の
勤
務
が

必
要
で
あ
っ
た
。
今
回
の
緩
和

に
よ
り
、
麻
酔
科
医
の
勤
務
は

全
身
麻
酔
を
伴
う
手
術
を
行
う

日
の
み
で
よ
く
な
り
、
無
床
診

療
所
で
も
届
出
、
算
定
を
検
討

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
対
象
手
術
も
23
項
目
追
加
さ

れ
た
。
一
般
外
科
で
言
う
と
、

6
歳
未
満
の
患
者
に
対
す
る
Ｋ

0
0
5
皮
膚
、
皮
下
腫
瘍
摘
出

術（
露
出
部
）の
長
径
4
㎝
以

上
、（
露
出
部
以
外
）の
長
径
6

㎝
以
上
12
㎝
未
満
、
長
径
12
㎝

以
上
、
消
化
器
領
域
で
は
Ｋ
6

5
3
内
視
鏡
的
胃
、
十
二
指
腸

ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術
の

「
1
」早
期
悪
性
腫
瘍
粘
膜
切
除

術
、
Ｋ
7
2
1
内
視
鏡
的
大
腸

ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術
の

「
1
」長
径
2
㎝
未
満
な
ど
が
元

　
Ｑ
、
当
院
で
採
血
し
た
患
者

か
ら
、
採
血
後
に
手
の
し
び
れ

が
出
て
い
る
と
連
絡
が
あ
り
、

採
血
し
た
看
護
師
の
名
前
を
教

え
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
院
長
の
私
か
ら
伝
え
て
も

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
患
者
は
診
療
契
約
に
基

づ
き
医
療
機
関
に
診
療
に
関
す

る
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
、
カ
ル
テ
の
開
示
を
求
め
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
診
療
に
関
す
る
情
報
で
カ

ル
テ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

で
あ
れ
ば
、
患
者
に
教
え
て
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
提
供
す
る
個
人
情

報
は
必
要
な
範
囲
に
限
る
べ
き

で
す
。
質
問
の
ケ
ー
ス
で
は
、

と
り
あ
え
ず
そ
の
看
護
師
の
名

字
だ
け
で
よ
く
、
院
内
で
通
称

は
本
人
の
同
意
を
得
て
下
さ
い
。

　
医
療
上
の
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
っ

た
け
れ
ど
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
責

任
で
は
な
い
と
医
療
機
関
が
考

え
て
い
る
場
合
、
そ
の
ス
タ
ッ

フ
が
全
く
無
関
係
な
ら
と
も
か

く
、
一
定
の
関
与
を
し
て
い
て

患
者
が
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
責
任

だ
と
主
張
し
、
法
的
手
続
き
を

取
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
前

述
の
通
り
法
的
手
続
き
に
必
要

な
最
低
限
の
情
報
は
開
示
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
反
対
に
、
患
者
の
怒
り

悲
し
み
や
要
求
が
強
い
か
ら
と

い
っ
て
、
前
述
の
対
応
方
針
を

曲
げ
て
ス
タ
ッ
フ
の
個
人
情
報

を
開
示
す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
毅
然
と
冷
静
に
対
応
し

て
下
さ
い
。 

（
完
）

名
を
用
い
て
い
る
な
ら
通
称
名

で
よ
く
、
戸
籍
名
や
い
き
な
り

フ
ル
ネ
ー
ム
を
教
え
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
患
者
か
ら
そ
の
看
護
師
を
被

告
と
し
て
提
訴
す
る
か
ら
フ
ル

ネ
ー
ム
と
住
所
を
教
え
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
た
場
合
は
、
フ
ル

ネ
ー
ム
と
、
看
護
師
が
希
望
す

る
訴
状
の
受
け
取
り
場
所
の
住

所
を
回
答
し
ま
す
。
勤
務
先
で

あ
る
当
該
医
療
機
関
気
付
で
受

け
取
り
た
い
と
の
希
望
で
あ
れ

ば
、
そ
の
旨
を
文
書
で
回
答
し

ま
す
。

　
医
療
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
何

も
な
い
場
合
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

個
人
情
報
を
本
人
の
同
意
な
く

提
供
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仮
に
「
お
世
話
に
な
っ
た

か
ら
お
名
前
を
聞
い
て
お
き
た

い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
直
接
お

世
話
し
た
ス
タ
ッ
フ
な
ら
名
字

を
伝
え
る
く
ら
い
は
差
し
支
え

な
い
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以
上

々
対
象
だ
っ
た
が
、
今
回
の
改

定
で
Ｋ
0
3
0
四
肢
・
躯
幹
軟

部
腫
瘍
摘
出
術
の「
2
」手
、
Ｋ

0
7
0
ガ
ン
グ
リ
オ
ン
摘
出
術

の「
1
」手
、
Ｋ
7
4
3
痔
核
手

術（
脱
肛
を
含
む
）の
「
2
」
硬

化
療
法
（
四
段
階
注
射
法
に
よ

る
も
の
）、
Ｋ
7
4
7
肛
門
良

性
腫
瘍
、肛
門
ポ
リ
ー
プ
、肛
門

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
切
除
術
の

う
ち
肛
門
ポ
リ
ー
プ
、
肛
門
尖

圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム
切
除
術
な
ど

が
追
加
さ
れ
た
。
施
設
基
準
は

し
っ
か
り
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
が
、
手
術
の
加
算
の
よ
う
に

考
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
今
回
の
改
定
で
Ａ
4
0
0
短

期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
1

（
日
帰
り
手
術
の
場
合
）
は
麻

酔
を
伴
う
手
術
の
場
合
2
9
4

7
点
（
据
え
置
き
）
と
、
そ
れ

以
外
2
7
1
8
点（
新
設
）に
区

分
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
の
麻
酔

と
は
何
が
該
当
す
る
か
、
4
月

20
日
現
在
、
告
示
・
通
知
・
事

務
連
絡
さ
れ
て
お
ら
ず
、
明
確

で
は
な
い
が
、
全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
か
ら
の
照
会
に
対
し

て
、
厚
労
省
保
険
局
医
療
課
は

口
頭
で
「
麻
酔
管
理
料
の
対
象

麻
酔
：
硬
膜
外
麻
酔
、
脊
椎
麻

酔
、
閉
鎖
循
環
式
全
身
麻
酔
を

予
定
。
追
っ
て
事
務
連
絡
で
示

す
」
と
の
回
答
。

　
今
後
の
疑
義
解
釈
に
注
意
い

た
だ
き
た
い
。

り
術
も
し
く
は
大
腿
骨
近
位
部

（
転
子
間
を
含
む
）
骨
切
り
術

と
骨
盤
骨
切
り
術
、
臼
蓋
形
成

手
術
も
し
く
は
寛
骨
臼
移
植
術

と
を
同
時
に
行
っ
た
場
合
等
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
定
点
数
を

合
算
す
る
。
従
た
る
手
術
で
2

分
の
1
の
点
数
を
加
算
で
き
る

場
合
と
誤
解
せ
ぬ
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
1

（
日
帰
り
の
場
合
）（
Ａ
4
0

0
、
要
届
出
）
で
麻
酔
を
伴
う

手
術
を
行
っ
た
場
合
の
「
イ
」

で
は
2
9
4
7
点
、
イ
以
外

「
ロ
」
で
は
2
7
1
8
点
が
手

術
の
点
数
に
加
え
て
算
定
で
き

る
。
同
3
（
4
泊
5
日
ま
で
の

場
合
）
は
病
院
の
み
が
対
象
だ

が
整
形
外
科
領
域
の
手
術
が
対

象
に
追
加
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

チ
の
四
肢
・
躯
幹
軟
部
腫
瘍
摘

出
術
（
Ｋ
0
3
0
の
2
：
手
・

足
）、
リ
の
骨
折
観
血
的
手
術

で
舟
状
骨（
Ｋ
0
4
6
の
2
）、

ヌ
の
骨
内
異
物
（
挿
入
物
含

む
）
摘
出
術
で
前
腕
（
Ｋ
0
4

8
の
3
）、
ル
の
同
鎖
骨
（
Ｋ

0
4
8
の
4
）、
ヲ
の
同
手

（
Ｋ
0
4
8
の
4
）、
ワ
の
手
の

ガ
ン
グ
リ
オ
ン
摘
出
術
（
Ｋ
0

7
0
の
1
）、
カ
の
関
節
鏡
下

手
根
管
開
放
術
（
Ｋ
0
9
3

－

2
）
等
で
あ
る
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
あ
る
改
定
項
目
は
見
当

た
ら
ず
、
も
は
や
「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
不
足
改
定
」
と
も
さ
え
言

え
よ
う
。
し
か
し
、
今
回
の
改

定
に
沿
っ
て
診
療
業
務
に
勤
し

み
、
2
年
後
に
は
さ
ら
に
、
医

療
崩
壊
を
誘
導
す
る
よ
う
な
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
定
で
な
く

適
正
な
改
定
を
獲
得
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
大
き
く
目
を
見

開
い
て
、
よ
り
適
正
な
診
療
報

酬
改
定
へ
の
要
求
運
動
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

2022

改定こうみる
診療報酬

4

イ
ン
パ
ク
ト
な
い
細
か
な
改
定

整
形
外
科 

理
事
　
宇
田 

憲
司

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
施
設
基
準
が
緩
和

外
　
科 

副
理
事
長
　
林
　
一
資

弁護士が
対応方法

を

お答えしま
す

そこのところが知りたかった！
医療安全

Q A&
10
vol

「スタッフの個人情報」

あやめ法律事務所
江頭 節子 弁護士

医療安全対策
関連出版物の
ご案内

①
医
事
紛
争
事
例
集

　

 

― 

医
師
が
選
ん
だ
60
事
例

保険医協会 1,000円（税込・送料別）

保険医協会 1,000円（税込・送料別）

②
事
例
で
見
る

　
医
療
安
全
対
策
の
心
得

 
(

第
５
版)

③
医
療
安
全
管
理
対
策

　
の
基
礎
知
識

 

（
２
０
２
１
年
８
月
改
訂
版
）

保団連 2,500円（税込・送料別）
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協
会
は
2
月
26
日
、
相
楽
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
ウ
ェ
ブ
会

議
で
開
催
。
地
区
か
ら
15
人
、

協
会
か
ら
7
人
が
出
席
し
た
。

相
楽
医
師
会
の
岸
田
秀
樹
副
会

長
の
司
会
で
開
会
。
開
会
に
際

し
山
口
泰
司
会
長
は
、「
第
6

波
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
被
害

は
、
こ
れ
ま
で
の
第
5
波
と
は

違
う
。
感
染
者
数
が
桁
違
い
に

増
え
、
相
楽
医
師
会
員
も
、
検

査
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
自
宅
療

養
者
へ
の
電
話
診
療
な
ど
の
対

応
に
尽
力
し
て
い
る
。
4
月
か

ら
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
、
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋
、
機
能
強
化
加

算
の
要
件
が
厳
し
く
な
る
な
ど

の
情
報
が
出
て
お
り
、
有
意
義

な
意
見
交
換
を
行
い
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
後
、
協

会
か
ら
2
0
2
2
年
度
診
療
報

酬
改
定
―
コ
ロ
ナ
で
ど
う
な
る

中
医
協
で
の
議
論
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
巻
く
諸
課

題
と
今
後
の
医
療
提
供
体
制
を

話
題
提
供
し
た
。

　
2
0
2
2
年
度
診
療
報
酬
改

定
で
新
設
さ
れ
た
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
に
関
し
て
、
協
会
か
ら

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
報

告
し
た
。

　
地
区
か
ら
は
「
患
者
自
身
が

『
リ
フ
ィ
ル
可
』に
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
と
、勝
手
に
リ
フ
ィ
ル
処

方
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
リ
フ
ィ
ル
不
可
の
ハ
ン
コ

を
押
す
な
ど
の
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
」
と
処
方
箋
の
取
扱

い
に
関
し
て
危
惧
す
る
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
医
療
費
適
正
化
と
し
て
推
進

さ
れ
て
い
る
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
し
て
、
地
区

か
ら
「
チ
ェ
ー
ン
薬
局
な
ど
で

協
会
か
ら
6
人
が
出
席
し
た
。

綴
喜
医
師
会
・
村
上
匡
孝
副
会

長
の
司
会
で
開
会
。
開
会
に
際

し
森
岡
稔
勝
会
長
は
、「
第
6

波
は
感
染
力
が
強
く
、
自
宅
療

養
者
数
が
当
地
区
で
も
第
5
波

の
2
倍
以
上
に
な
り
、
新
規
感

染
者
も
高
止
ま
り
だ
。
病
床

ひ
っ
迫
の
原
因
は
、
基
礎
疾
患

の
あ
る
高
齢
者
で
、
3
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
急
務
。
懇
談

会
を
通
し
て
地
域
医
療
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

協
会
か
ら
2
0
2
2
年
度
診
療

報
酬
改
定
―
コ
ロ
ナ
で
ど
う
な

る
中
医
協
で
の
議
論
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り
巻
く
諸

課
題
と
今
後
の
医
療
提
供
体
制

を
話
題
提
供
し
た
。

　
初
診
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

を
行
う
に
あ
た
り
、
医
学
的
情

報
が
十
分
で
な
い
場
合
に
実
施

が
求
め
ら
れ
る
診
療
前
相
談
に

関
し
て
、
地
区
か
ら
「
広
告
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
相
談
を
募

り
、
相
談
か
ら
診
察
に
移
行
す

れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
点

数
を
算
定
で
き
る
。
自
院
に
患

者
を
取
り
込
む
印
象
を
受
け
る

が
本
当
に
良
い
の
か
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
患
者
の
事
前

情
報
が
な
い
中
で
、
本
人
確
認

も
含
め
て
初
診
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
で
診
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

診
療
前
相
談
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、

診
療
前
相
談
で
得
た
情
報
を
カ

ル
テ
に
記
載
す
る
必
要
が
あ

る
。
診
療
前
相
談
だ
け
で
終

わ
っ
た
場
合
は
、
何
も
点
数
が

算
定
で
き
ず
医
療
機
関
に
と
っ

て
は
負
担
に
な
る
」と
述
べ
た
。

　
協
会
が
取
り
組
む
各
種
署
名

や
要
請
活
動
に
関
し
て
、
地
区

か
ら
「
請
願
署
名
な
ど
は
、
実

際
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
数
が
集
ま

れ
ば
、
国
は
聞
き
入
れ
て
く
れ

る
の
か
」
と
の
質
問
が
出
さ

れ
、
協
会
か
ら
は
「
要
請
書
や

会
員
か
ら
い
た
だ
い
た
署
名

名
数
だ
け
で
は
な
く
、
声
を
上

げ
る
こ
と
で
改
善
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
今
後
も
会
員
の
声
を

基
に
要
請
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
医
療

提
供
体
制
の
脆
弱
さ
が
露
呈
さ

れ
、
地
区
か
ら
は
「
京
都
で
は

急
病
診
療
所
が
あ
る
が
、
一
時

的
な
対
応
し
か
で
き
ず
、
本
格

的
な
治
療
が
で
き
な
い
。
京
都

市
と
南
部
が
一
体
と
な
っ
て
、

開
業
医
が
運
営
で
き
る
よ
う
な

救
急
医
療
体
制
が
な
い
と
病
院

側
に
か
な
り
の
負
担
を
か
け
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
地
区
医
師
会

と
各
保
健
所
と
の
関
係
性
が
、

コ
ロ
ナ
で
は
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
京
都
市
内
で
は
地
区
医

師
会
と
京
都
市
保
健
所
が
連
携

で
き
て
い
な
い
。
各
行
政
区
に

保
健
所
が
あ
れ
ば
、
細
か
な
情

報
の
把
握
や
対
応
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。
最

後
に
、
各
部
会
か
ら
情
報
提
供

し
、
懇
談
会
を
終
了
し
た
。

Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
の
検
査
が
イ
ベ
ン

ト
で
行
わ
れ
て
い
る
。
薬
局
で

医
療
的
な
指
導
が
行
わ
れ
る
と

か
か
り
つ
け
医
と
違
う
指
導
を

す
る
可
能
性
が
あ
り
問
題
だ
」

と
報
告
さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
患
者
の
自

己
責
任
と
い
う
考
え
方
。
し
っ

か
り
と
し
た
説
明
が
必
要
で
あ

り
、
医
療
機
関
に
受
診
せ
ず
薬

局
の
検
査
だ
け
で
済
ま
せ
る
受

療
行
動
に
な
り
か
ね
な
い
」
と

述
べ
た
。

　
財
務
省
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
が
十
分

に
機
能
し
な
か
っ
た
と
し
て
、

か
か
り
つ
け
医
を
制
度
化
し
、

診
療
報
酬
上
の
評
価
を
包
括
払

い
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
か
か
り
つ
け
医
制
度

に
関
し
て
、
地
区
か
ら
「
包
括

払
い
に
す
る
と
、
難
病
や
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
患
者
を

診
る
医
療
機
関
よ
り
も
、
軽
症

患
者
を
多
く
診
て
い
る
医
療
機

関
の
方
が
流
行
る
と
い
っ
た
こ

と
が
危
惧
さ
れ
る
。
か
か
り
つ

け
医
の
定
義
が
、
我
々
が
考
え

る
も
の
と
違
っ
て
き
て
い
る
の

は
、
厚
労
省
や
中
医
協

の
各
委
員
に
送
っ
て
い

る
。
以
前
、
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
が
他
院
で

入
院
し
て
い
た
場
合
に

退
院
後
1
カ
月
を
経
過

し
な
い
と
算
定
で
き

ず
、
そ
れ
は
お
か
し
い

と
要
請
を
続
け
た
結

果
、
算
定
が
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
署

厚  労  省
　
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療
課

医
療
指
導
監
査
室
は
3
月
16
日

付
で
、「
令
和
4
年
度
以
降
の

適
時
調
査
の
実
施
に
つ
い
て
」

を
事
務
連
絡
し
た
。
同
室
は
、

す
で
に
1
月
25
日
付
け
で
、
事

務
連
絡
「
令
和
4
年
度
に
お
け

る
指
導
監
査
等
に
つ
い
て
」
を

発
出
し
、
適
時
調
査
に
つ
い
て

は
今
年
度
「
実
地
で
の
調
査
を

実
施
す
る
」
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
、
地

方
厚
生
（
支
）
局
に
対
し
、
さ

ら
に
周
知
し
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
事
務
連
絡
に
よ
る

と
、
今
年
度
の
調
査
は
原
則
実

地
（
臨
場
）
で
行
わ
れ
、
都
道

府
県
か
ら
外
出
自
粛
要
請
等
が

発
出
さ
れ
た
場
合
は
、
調
査
実

施
を
見
合
わ
せ
る
等
さ
れ
る
。

調
査
は
20
年
度
（
令
和
2
年

度
）
の
適
時
調
査
実
施
要
領
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
（
コ
ロ
ナ
禍

前
と
同
様
の
実
施
方
法
）
が
、

院
内
視
察
は
行
わ
な
い
と
し
て

い
る
。

　
医
科
適
時
調
査
の
対
象
は
、

引
き
続
き
病
院
の
み
と
し
て
お

り
、
昨
年
度
実
施
さ
れ
た
施
設

基
準
「
自
己
点
検
」
を
提
出
し

て
い
な
い
病
院
や
、
前
回
適
時

調
査
実
施
年
度
が
古
い
病
院
を

優
先
し
て
実
施
さ
れ
る
。

　
実
施
頻
度
は
原
則
年
1
回
と

し
て
い
る
が
、
京
都
府
で
は
、

病
院
数
の
規
模
か
ら
、
2
年
に

1
回
を
目
途
に
実
施
す
る
と
し

て
い
る
。

　
経
済
上
の
措
置
、
い
わ
ゆ
る

「
自
主
返
還
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
対
象
期
間
を
、
昨
年
度
は

自
己
点
検
が
行
わ
れ
た
た
め
、

原
則
21
年
（
令
和
3
年
）
7
月

以
降
分
を
対
象
と
す
る
と
し
て

い
る
が
、
自
己
点
検
結
果
が
提

出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
提

出
し
て
い
て
も
実
際
に
は
施
設

基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
り
し
た
場
合

等
は
、
前
回
の
適
時
調
査
以
降

を
返
還
対
象
と
す
る
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
厚
生
局
が
適
時
調
査
で

用
い
る
「
調
査
書
」（
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
）
に
つ
い
て
は
、
22

年
度
（
令
和
4
年
度
）
診
療
報

酬
改
定
の
内
容
を
反
映
し
改
訂

版
を
作
成
す
る
と
し
て
い
る
の

で
、
会
員
病
院
に
お
い
て
は
、

今
後
の
情
報
に
も
ご
注
目
い
た

だ
き
た
い
。

　
協
会
は
3
月
5
日
、
綴
喜
医

師
会
と
の
懇
談
会
を
ウ
ェ
ブ
会

議
で
開
催
。
地
区
か
ら
5
人
、

で
は
な
い
か
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　
協
会
か
ら
は
「
包
括
払
い
の

問
題
点
は
、
治
療
や
検
査
を

や
っ
て
も
や
ら
な
く
て
も
同
じ

点
数
に
な
る
。
し
っ
か
り
と
必

要
な
治
療
が
で
き
る
の
か
。
軽

症
者
だ
け
を
診
た
り
、
密
度
の

低
い
医
療
へ
導
き
や
す
い
制
度

だ
」
と
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
小
児
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
や
外
来
機
能
報
告
制

度
に
関
す
る
意
見
交
換
を
行

い
、
最
後
に
各
部
会
か
ら
情
報

提
供
後
、懇
談
会
を
終
了
し
た
。

「
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
患
者
の

手
間
が
省
け
る
こ
と

だ
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
使

用
し
て
い
る
間
に
患
者

の
容
体
が
悪
化
し
た
場

合
、
医
師
の
責
任
と
な

る
。
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋

を
受
け
取
っ
た
薬
局
で

は
患
者
の
健
康
管
理
を

22年度「適時調査」
実施方法を事務連絡

出
席
者
22
人
で
開
催
さ

れ
た
相
楽
医
師
会
と
の

懇
談

出
席
者
11
人
で
開
催
さ

れ
た
綴
喜
医
師
会
と
の

懇
談

日　程 10月9日 （日）～ 10日 （月・祝）
場　所 都市センターホテル
 （東京都千代田区平河町2-4-1　〒102-0093）

参加費 現地…医師 8,000円／コ・メディカル 500円
 オンライン…医師 4,000円／コ・メディカル 無料

主　催 全国保険医団体連合会　　※申込は協会事務局まで

第37回保団連　医療研究フォーラム

新興感染症流行から考える
～患者、国民に求められる医療をめざして～

第１次締切

５月31日まで
第１次締切

演題募集中！
 

◆第１分科会「在宅医療・介護」◆第２分
科会「医科診療の研究と工夫」◆第３分科
会「歯科診療の研究と工夫」◆第４分科会
「医科歯科連携した研究と日常診療の工
夫」◆第５分科会「公害、環境、職業病」
◆第６分科会「医学史・医療運動史・医
療と裁判」◆ポスターセッション
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相
楽
医
師
会
と
懇
談

2
月
26
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

か
か
り
つ
け
医「
制
度
化
」を
危
惧

綴
喜
医
師
会
と
懇
談

3
月
5
日
ﾠ
ウ
ェ
ブ
会
議

初
診
か
ら
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
疑
義



　
や
っ
と
出
た
。「
つ
い
に
」

「
よ
う
や
く
」「
と
う
と
う
」
な

ど
、
い
く
つ
も
の
副
詞
が
浮
か

ん
で
く
る
。
ず
っ
し
り
重
た
い

立
派
な
本
を
手
に
取
っ
て
大
い

に
喜
ん
だ
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
夕
方
の

テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
い
き
な
り

「
日
本
の
7
3
1
」
と
い
う
文

言
が
聞
こ
え
て
き
た
。
ロ
シ
ア

か
ら
の
映
像
と
し
て
は
珍
し
く

女
性
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
。

歴
史
と
倫
理
に
向
き
合
う
意
味

 

7
3
1
部
隊
の
事
実
に
問
う

た
は
ず
な
の
だ
が
。

　
確
か
に
画
期
的
な
変
化
も

あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
〝
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
〞
の
成
立
だ
。
ほ

ん
と
に
〝
ベ
ル
リ
ン
の
壁
〞
が

壊
さ
れ
、
去
年
引
退
し
た
メ
ル

ケ
ル
・
前
ド
イ
ツ
首
相
が
東
ド

イ
ツ
の
出
身
だ
っ
た
の
も
凄

い
。
難
民
問
題
に
人
道
主
義
の

原
則
を
示
し
敬
服
し
た
が
、
現

実
は
極
右
政
党
の
台
頭
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
活
躍
の
裏
に
は

陰
の
部
分
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
も
同
様
で
、
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
4
年
間
の

行
状
は
、
と
て
も
民
主
主
義
の

お
手
本
の
国
と
は
言
え
な
い
。

　
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

で
や
っ
て
い
る
数
々
の
蛮
行
を

プ
ー
チ
ン
政
権
の
役
員
な
の

か
、
極
め
て
自
信
た
っ
ぷ
り
の

物
言
い
だ
っ
た
。

　
今
年
の
2
月
24
日
に
、
ロ
シ

ア
が
一
方
的
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

侵
攻
し
す
で
に
2
カ
月
が
経
過

し
た
。
無
抵
抗
な
一
般
市
民
の

住
ま
い
、
学
校
、
病
院
等
へ
の

情
け
容
赦
な
い
集
中
爆
撃
が
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
世
界
中
に
伝

え
ら
れ
、
そ
れ
を
見
た
誰
も
が

驚
怖
を
共
有
し
た
。
二
度
に
わ

非
難
し
止
め
さ
せ
よ
う
と
世
界

中
が
怒
っ
て
い
る
の
だ
が
、
事

態
は
少
し
も
よ
く
な
ら
な
い
。

無
力
感
に
打
ち
の
め
さ
れ
て
い

る
時
に
、
生
物
・
化
学
・
核
兵

器
の
使
用
を
心
配
す
る
世
界
の

声
に
対
し
て「
日
本
の
7
3
1
」

を
持
ち
出
し
て
開
き
直
る
な
ん

て
複
雑
な
心
境
だ
。

　
あ
の
大
戦
に
つ
い
て
の
反
省

は
充
分
と
は
言
え
な
い
。
私
た

ち
は
〝
7
3
1
部
隊
〞
に
関
し

て
本
当
の
こ
と
を
ど
れ
く
ら
い

知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
が

京
都
保
険
医
協
会
、
保
団
連
で

の
仕
事
で
は
で
き
る
限
り
こ
の

課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
そ
し
て
21
世
紀
に
な
っ
て

も
新
し
い
事
実
が
表
れ
て
く
る

こ
と
に
感
動
し
た
。

　
今
回
こ
の
よ
う
な
し
っ
か
り

し
た
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
吉
中

氏
を
は
じ
め
、
執
筆
者
ら
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

た
る
悲
惨
な
世
界

大
戦
を
反
省
し
、

新
し
い
世
界
の
あ

り
方
を
築
く
と
い

う
人
類
史
上
初
の

試
み
を
模
索
し
つ

つ
21
世
紀
を
迎
え
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● 開業後一日も早く軌道に乗せるために ～事前準備のポイント～
 廣井増生税理士事務所　所長　廣井 増生 氏
● 先輩開業医からのアドバイス
 　医療法人社団タケダ内科医院　院長　武田 真一 氏
● 地区医師会への入会手続き、保険医協会の共済制度の活用（解説）など
●  個別相談　※個別相談ご希望の場合は、申込時にお知らせ下さい。

日　時   5 月 29 日（日） 午前10時～午後 1 時
場　所  京都府保険医協会・ルームＡ
参加費   無料

非会員 5,500円
（当日入会時は無料）

場　所  京都府保険医協会・ルームＡ 参加費   無料（要事前申込）
＊ 資料準備の都合上、前週末までにお電話またはホームページからお申し込み下さい
（保険部会075-212-8877）。

新規開業医向け 保険講習会Ｂ

日　時   5 月 25 日（水）  
午後 ２ 時～ ４ 時

内　容  ① 医療法立入検査対策
 ② 新規個別指導対策
対　象   新規開業前後の医師、従事者の方

保険講習会Ａ

日　時   6 月 16 日（木）  
午後 ２ 時～ ４ 時

内　容  ① 保険基礎知識
 ②  審査の仕組み・

基礎知識

保険講習会Ｃ

保険講習会D

日　時   6 月 15 日（水） 午後 ２ 時～ ４ 時
内　容   在宅医療点数の基礎知識 ― 在宅医療を始める前に ―

＋ 個別相談会

日　時   7 月 28 日（木） 午後 ２ 時～ ４ 時
内　容  ① 診療所で起きる医事紛争初期対応
 ②労災補償保険、自賠責保険の基礎知識

参加者に進呈

新規開業を考える方のための講習会

こちらからも
申込できます

こちらからも
申込できます

　 明日のための安心設計 　

3 魅力 1 増口・受給時の自在な積み立て
魅力 2 いつからでも受取可能＆受給時に受給方法を選択
魅力 3 減口・払込中断にも対応
魅力 4 スケールメリットを生かした低廉な手数料
魅力 5 ６つの生命保険会社にリスクを分散

運用
実績 1.407％（予定利率 1.259％ ＋

2020年度配当 0.148％）
※ 予定利率（最低保証利率）

2022年１月１日現在1.259％→７月１日から、1.140％

2020年度の配当率は 0.148％2

※ 期間中、大樹生命・富国生命の営業職員がご連絡をすることがあります。
　その節は、ご対応等よろしくお願いします。

春普及は 4 月 1 日～ 6 月20日まで1

　保険医年金の予定利率が７月１日から1.140％となります。本紙第3118
号（３月25日発行）同封のパンフレットの給付額試算表は、変更後の予定
利率に基づき作成されています。既加入の皆様の積立金は削減されませんの
で、ご安心下さい。７月以降の積立金計算から適用されます。
　「一時払」の申込はどなたでも今回から１回あたり40口（2,000万円）ま
で可能となりました。加入・増口をぜひご検討下さい。

引受保険会社：大樹生命・明治安田生命・富国生命・日本生命・太陽生命・第一生命

セミナー・
講習会の案内は
こちらから !

協会ホームページのトップページ
にセミナー・講習会案内にアクセ
スすると各行事の案内が掲載され
ています。直接申し込めますの
で、ぜひご活用下さい。

原則ZOOMでの受講になります

Ａ・Ｂ・Ｃ・Dともに
新規開業以外の方も参加OK ! !

隔月で
開催！

『七三一部隊と大学』
吉中 丈志 編

京都大学学術出版会
3,960円（税込）

垣田 さち子（西陣）

 ６つの生命保険会社にリスクを分散

加入
資格

加入
口数

満74歳までの協会会員
（月払増口・一時払の申込は満79歳まで）

月　払 1口 1万円 30口限度（30万円／月）

一時払 1口50万円 1 回につき40口（2,000万円）まで

保険医年金 春の普及中



治
療
用
装
具
採
寸
法
の
算
定
に
つ
い
て

対　　象：京都府保険医協会会員
　　　※原則として取りに来ていただける方

期　　間：10日間
　　　※ 希望多数の場合、早めにご返却いた

だくことがあります

貸出モデル： ＣＰＲ対応訓練用モデル
 （除細動器の貸出可）
申　　込：京都府保険医協会事務局まで

CPR対応訓練用モデル

　協会では、医療安全対策の一環として医療機関向けに除細動のトレーニング
にも対応できる救急蘇生モデルの貸し出しを行っています。院内や院外での除
細動器を使った実践的なＣＰＲトレーニングにご活用下さい。

貸出料 無料

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を

貸 出 要 領

　
Ｑ
、
Ｊ
1
2
9-

3
治
療
用

装
具
採
寸
法
は
、
既
製
品
の
治

療
用
装
具
を
処
方
し
た
場
合
に

は
算
定
で
き
な
い
の
か
。

　
Ａ
、
22
年
度
改
定
に
お
い

て
、
原
則
算
定
で
き
な
い
と
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
医
学
的

な
必
要
性
か
ら
、
既
製
品
の
治

療
用
装
具
を
加
工
す
る
た
め
に

当
該
採
寸
を
実
施
し
た
場
合

　
韓
国
で
は
「
ネ
ロ
ナ
ム
ブ
ル
」

と
い
う
言
葉
を
よ
く
使
う
ら
し

い
。「
私
（
ネ
）
が
す
れ
ば
ロ
マ

ン
ス
、
他
人
（
ナ
ム
）
が
す
れ
ば

不
倫
」
を
略
し
た
も
の
だ
。

　
英
語
な
ら
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
（
二
重
基
準
）。
ご
都
合

主
義
の
解
釈
や
主
張
で
あ
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
連
日
、
大

き
く
報
道
さ
れ
て
い
る
。
隣
国
に

攻
め
入
っ
た
ロ
シ
ア
の
暴
挙
が
非

難
を
浴
び
る
の
は
当
然
だ
が
、
ほ

か
の
国
の
行
為
は
ど
う
な
の
か
。

　
米
国
が
第
2
次
大
戦
後
に
軍
事

行
動
を
展
開
し
た
地
域
を
挙
げ
る

と
、
朝
鮮
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ド
ミ
ニ

カ
、
レ
バ
ノ
ン
、
グ
レ
ナ
ダ
、
パ

ナ
マ
、
湾
岸
戦
争
、
ソ
マ
リ
ア
、

旧
ユ
ー
ゴ
、
ハ
イ
チ
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
リ
ビ
ア
、
ウ

ガ
ン
ダ
、
シ
リ
ア
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
独
立
を
妨
げ
よ

う
と
し
て
戦
争
に
な
っ
た
。

　
イ
ス
ラ
エ
ル
は
中
東
戦
争
で
占

領
し
た
地
域
に
入
植
し
、
パ
レ
ス

チ
ナ
人
を
弾
圧
し
て
い
る
。

　
旧
ソ
連
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ

コ
、ア
フ
ガ
ン
に
軍
事
介
入
し
た
。

　
日
本
は
か
つ
て
台
湾
、
朝
鮮
を

併
合
し
、
朝
鮮
で
は
言
語
や
文
化

も
否
定
し
た
。
満
州
国
を
こ
し
ら

え
、
中
国
へ
攻
め
込
ん
だ
。

　
こ
れ
ら
を
ど
う
見
る
か
。
専
制

的
な
国
や
社
会
主
義
国
の
行
為
は

許
さ
れ
な
い
が
、
民
主
主
義
な
ら

他
国
を
攻
め
て
よ
い
の
か
。
民
主

主
義
で
な
い
時
代
で
も
日
本
の

や
っ
た
こ
と
な
ら
よ
い
の
か
。

　
ロ
シ
ア
で
も
選
挙
は
あ
る
が
、

プ
ー
チ
ン
政
権
の
言
論
弾
圧
は
す

さ
ま
じ
い
。
で
は
日
本
の
政
権
は

報
道
機
関
や
市
民
の
言
論
に
圧
力

を
か
け
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

　
話
を
少
し
変
え
よ
う
。

　
日
本
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
民
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

つ
つ
あ
る
。
入
管
庁
は
90
日
間
の

短
期
滞
在
を
認
め
、
本
人
が
希
望

す
れ
ば
就
労
可
能
な
「
特
定
活
動

（
1
年
間
）」
の
在
留
資
格
に
変
更

す
る
。
3
カ
月
超
の
在
留
資
格
な

ら
住
民
登
録
の
対
象
で
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
で
き
る
。

　
一
時
滞
在
施
設
（
ホ
テ
ル
）
で

は
、
大
人
の
場
合
、
食
費
と
別
に

生
活
費
と
し
て
1
日
1
0
0
0
円

を
支
給
。
医
療
費
、
日
本
語
教
育

費
も
負
担
す
る
。
退
所
時
は
1
人

16
万
円
の
一
時
金
を
支
給
す
る
。

　
退
所
後
も
1
日
2
4
0
0
円
の

生
活
費
を
支
給
。
医
療
費
の
自
己

負
担
分
も
6
カ
月
程
度
、
国
が
負

担
す
る
。
ほ
か
に
日
本
財
団
か
ら

の
生
活
費
支
援
が
3
年
間
に
最
大

3
0
0
万
円
。
独
自
の
現
金
給
付

を
行
う
自
治
体
も
あ
る
。

　
手
厚
い
支
援
は
悪
く
な
い
。
け

れ
ど
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ

ク
、
シ
リ
ア
、
イ
エ
メ
ン
、
ス
ー

ダ
ン
な
ど
、
ほ
か
の
国
の
戦
争
や

内
戦
か
ら
逃
げ
て
き
た
人
々
に

は
、
ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か
。

　
ク
ー
デ
タ
ー
の
起
き
た
国
も
多

い
。
近
年
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
マ

リ
、エ
チ
オ
ピ
ア
、チ
ュ
ニ
ジ
ア
、

ギ
ニ
ア
な
ど
。
政
治
弾
圧
や
宗
教

迫
害
の
あ
る
国
は
、
中
国
、
ロ
シ

ア
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
な
ど
数
え

き
れ
な
い
。

　
し
か
し
日
本
は
、
難
民
を
ほ
と

ん
ど
受
け
入
れ
て
い
な
い
。
2
0

2
0
年
は
3
9
3
6
人
が
難
民
申

請
し
た
の
に
、認
定
は
47
人（
0
・

5
％
）。
同
じ
年
に
ド
イ
ツ
は
6

万
人
以
上
、カ
ナ
ダ
、フ
ラ
ン
ス
、

米
国
も
2
万
人
近
く
認
定
し
た
。

　
難
民
認
定
さ
れ
ず
に
在
留
資
格

を
失
う
と
、
生
活
支
援
ど
こ
ろ

か
、
入
管
施
設
で
劣
悪
な
処
遇
を

受
け
、命
を
失
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
白
人
な
ら
丁
重
に
扱
い
、
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
の

出
身
者
は
見
下
す
。
そ
う
い
う
人

種
差
別
の
二
重
基
準
が
あ
る
と
し

た
ら
、
恥
ず
か
し
く
な
い
か
。

（
70
歳
代
前
半
女
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
患
者
は
大
腸
ポ
リ
ー
プ
（
Ｓ

状
結
腸
の
径
8
㎜sp

：ser-
rated polyp

、
上
行
結
腸

の
径
10
㎜lsp

：Large ser-
rated polyp

）に
対
し
、内

視
鏡
的
粘
膜
切
除
術 （E

ndo-
scopic m

ucosal resec-
tion

：
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
を
受
け
た
。

手
術
は
約
30
分
で
終
了
し
た
。

い
ず
れ
の
組
織
も
一
括
切
除
さ

れ
腸
管
の
筋
層
切
除
を
来
し
て

い
な
い
こ
と
を
直
視
下
で
確

認
、
組
織
標
本
で
も
そ
う
で

あ
っ
た
。
創
部
は
ク
リ
ッ
プ
で

leak

が
認
め
ら
れ
大
腸
穿
孔

と
診
断
さ
れ
た
。
同
日
緊
急
開

腹
手
術
を
実
施
。
術
中
所
見
で

穿
孔
部
位
は R
S
junction 

に
確
認
で
き
た
が
、
漿
膜
が
5

㎝
裂
け
て
お
り
そ
の
中
心
が
穿

孔
し
て
い
た
。
治
療
は
腸
切
除

術
を
せ
ず
に
裂
創
を
縫
縮
し
て

終
了
し
た
。

　
患
者
は
手
術
か
ら
約
1
年
3

カ
月
後
に
退
院
し
た
。
入
院

中
、
導
入
麻
酔
時
に
喘
息
の
重

責
発
作
が
起
こ
り
、
喘
息
に
起

因
す
る
腸
壁
ヘ
ル
ニ
ア
が
併
発

し
た
。
ま
た
、
カ
テ
ー
テ
ル
か

ら
の
感
染
症
、
偽
膜
性
腸
炎
の

合
併
症
を
併
発
し
た
。
患
者
は

退
院
後
に
腸
壁
ヘ
ル
ニ
ア
が
悪

化
し
た
た
め
、
退
院
か
ら
約
20

日
後
に
再
入
院
と
な
っ
た
等
思

わ
し
く
な
い
経
過
を
示
し
た
。

　
患
者
側
は
、
大
腸
穿
孔
し
た

こ
と
に
つ
い
て
医
療
過
誤
を
疑

い
訴
訟
を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｒ
後

48
時
間
以
内
に
発
生
し
て
い
る

穿
孔
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
因
果

関
係
が
あ
り
、
恐
ら
く
内
視
鏡

挿
入
時
の
穿
孔
で
あ
る
と
推
測

し
た
。
ま
た
、
穿
孔
に
つ
い
て

は
、
特
に
手
術
が
難
し
い
患
者

で
は
な
か
っ
た
が
、
腸
の
蠕
動

運
動
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
若

干
、
内
視
鏡
を
強
く
押
し
す
ぎ

縫
縮
し
合
併
症
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
翌
日
、
患
者
に
左

下
腹
部
痛
と
嘔
吐
が
認
め
ら
れ

た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
っ

た
が
、
フ
リ
ー
エ
ア
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
腹
膜

刺
激
症
状
が
持
続
し
た
た
め
Ｃ

Ｔ
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

左
下
腹
部
腸
間
膜
内
に air 

大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除
時
に
大
腸
穿
孔

医
師
が
選
ん
だ

医
事
紛
争
事
例
161

ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

た
こ
と
が
原
因
と
判
断
。
施
術

時
の
危
険
性
併
発
を
含
め
て
説

明
し
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
を
得
て
い
た
等
を
は
じ

め
、
説
明
義
務
違
反
に
よ
る
賠

償
責
任
も
な
い
は
ず
と
考
え
た
。

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

7
年
3
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
担
当
医
は
、
内
視
鏡
を
若
干

強
く
押
し
進
め
た
こ
と
を
認
め

て
い
た
が
、
原
因
と
し
て
患
者

の
身
体
的
要
因
の
関
与
が
あ
る

と
の
こ
と
で
手
技
に
よ
る
過
誤

と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

〈
結
果
〉

　
第
1
審
で
医
療
機
関
側
が
勝

訴
し
た
。
そ
れ
を
不
服
と
し
て

患
者
側
が
控
訴
し
た
が
、
控
訴

棄
却
と
な
り
、
医
療
機
関
側
の

勝
訴
が
確
定
し
た
。
通
常
、
単

な
る
検
査
で
な
く
ポ
リ
ペ
ク
時

で
あ
っ
て
も
、
大
腸
穿
孔
が
生

じ
て
し
ま
う
と
、
裁
判
で
は
不

利
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
今
回
の
判
決
は
医
療
機
関

側
に
と
っ
て
は
障
害
防
止
の
困

難
性
や
不
可
抗
力
性
が
認
め
ら

れ
る
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
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各税込送料別

医療安全
研修DVD

partⅢ

は
、
レ
セ
プ
ト
「
摘
要
」
欄
に

医
学
的
な
必
要
性
お
よ
び
加
工

の
内
容
を
記
載
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
1
2
9-

4
治
療

用
装
具
採
型
法
に
つ
い
て
も
、

既
製
品
の
治
療
用
装
具
を
処
方

し
た
場
合
は
、
算
定
で
き
な
い

こ
と
が
、
22
年
3
月
31
日
付
厚

労
省
事
務
連
絡
そ
の
1
で
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

2 0 2 2 年 (令和 4年) 5 月 1 0 日 第 3 1 2 1 号京 都 保 険 医 新 聞( 5 ) 毎月10日･25日発行

原　昌平  （ジャーナリスト）
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京都クレジットサービス㈱と提携してい
るゴールドカードは、京都府保険医協会
の会員は個人・家族・法人カードとも年
会費は永久無料です。
有利な特典も備えております。
ぜひお申込みをご検討下さい。

年会費
永久無料ＤＣゴールドカード

　保団連が
「保険医のた
めの災害対策
必携」の2022
年１月改訂版
を発行しまし
た。協会で取
り扱っていま
すので、ご希望の場合はご連絡下
さい。１冊500円＋送料。

保険医のための
災害対策必携



　
1
9
5
1
年
に
は
自
宅
で
最
期

を
迎
え
る
人
が
大
部
分
で
、
病

院
・
診
療
所
に
お
け
る
死
亡
は
約

1
割
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が

今
日
で
は
、
逆
に
8
割
以
上
が
病

院
・
診
療
所
で
最
期
を
迎
え
て
い

て
、
在
宅
死
は
約
1
割
で
あ
る
。

在
宅
死
と
入
院
死
が
逆
転
し
た
の

は
75
年
頃
で
あ
る
。
現
在
で
は
老

衰
や
が
ん
末
期
な
ど
死
期
の
近
づ

い
た
患
者
を
最
後
ま
で
自
宅
で
看

病
し
よ
う
と
す
る
家
族
は
例
外
的

で
あ
る
（『
死
を
生
き
た
人
び
と
』

小
堀
鷗
一
郎
著
）。

　
夜
間
の
3
時
頃
だ
っ
た
が
、
携

帯
電
話
の
呼
び
出
し
音
で
目
を
覚

ま
し
た
。
呼
吸
が
お
か
し
い
と
の

家
族
か
ら
の
連
絡
で
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
訪
問
看
護
師
か
ら
の
電
話

で
あ
る
。

　
「
Ａ
さ
ん
の
息
が
止
ま
り
ま
し

た
」

　
「
す
ぐ
に
、
伺
い
ま
す
」

　
Ａ
さ
ん
は
認
知
症
の
奥
さ
ん
と

娘
さ
ん
と
の
3
人
暮
ら
し
で
あ

る
。
Ａ
さ
ん
が
心
筋
梗
塞
発
作
に

見
舞
わ
れ
た
の
は
25
年
前
。
病
院

を
紹
介
し
て
血
管
内
治
療
を
受
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
15
年
前
に
は
大

動
脈
瘤
が
分
か
っ
た
。
10
年
前
に

は
大
動
脈
置
換
術
と
冠
動
脈
バ
イ

パ
ス
術
を
受
け
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
は
、
半
年
に
1
回
の
循

環
器
外
科
外
来
に
通
院
さ
れ
る
だ

け
で
、
普
段
の
外
来
で
は
、
ほ
と

ん
ど
血
圧
の
管
理
を
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
。
そ
ん
な
Ａ
さ
ん
で
あ
っ

た
が
、
次
第
に
う
っ
血
性
心
不
全

が
進
ん
だ
。
外
来
で
の
治
療
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
く
な
っ

て
入
院
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
入
院
し
て
1
カ
月
ほ
ど
し
て
、

娘
さ
ん
が
相
談
に
お
見
え
に
な
っ

た
。

　
「
父
が
も
う
亡
く
な
り
そ
う
な

の
で
す
」

　
「
え
っ
」

　
「
あ
れ
か
ら
、
腎
臓
が
悪
く

な
っ
て
、
尿
が
出
な
く
な
っ
た
の

で
す
。
心
臓
も
薬
が
効
か
な
く

な
っ
た
の
で
す
」

　
「
そ
ん
な
に
状
態
が
悪
く
な
っ

て
い
る
の
で
す
か
」

　
「
人
工
透
析
を
し
ま
す
か
と
言

わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
断
り

ま
し
た
。
も
う
苦
し
め
た
く
な
い

で
す
か
ら
」

　
「
そ
う
で
す
よ
ね
」

　
「
も
う
数
日
し
か
も
た
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
危
機
的
な
状
態
に
陥
っ
て
い
た

Ａ
さ
ん
だ
が
、
最
終
的
に
は
薬
剤

に
反
応
し
て
、
何
と
か
心
不
全
は

落
ち
着
い
た
。
し
か
し
、
徐
脈
性

心
房
細
動
と
な
っ
た
た
め
に
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
を
留
置
し
て
退
院
さ

れ
た
。

　
退
院
後
、
い
つ
も
の
よ
う
に
訪

問
看
護
を
用
い
な
が
ら
在
宅
診
療

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最

初
の
う
ち
は
私
が
訪
れ
る
時
間
に

な
る
と
、
気
丈
夫
な
Ａ
さ
ん
は
応

接
室
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
待
っ

て
い
て
下
さ
っ
た
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
診
療
所
に
行
く
よ
う

に
し
ま
す
か
ら
」

　
「
そ
う
で
す
ね
。
ま
た
、
外
来

に
来
て
下
さ
い
ね
」

　
入
院
前
と
変
わ
ら
な
い
様
子
の

Ａ
さ
ん
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
数

カ
月
す
る
と
、
ベ
ッ
ド
で
横
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
。

　
「
夜
間
に
な
る
と
大
騒
ぎ
を
す

る
の
で
す
。『
水
を
飲
ま
せ
て
く

れ
』
と
言
っ
た
か
と
思
う
と
、

『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
』
と
言

う
の
で
す
」

　
娘
さ
ん
も
、
夜
間
は
付
き
切
り

で
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
。
奥
様

も
Ａ
さ
ん
の
隣
の
ベ
ッ
ド
で
寝
て

い
る
の
だ
が
、
夜
間
に
起
こ
さ
れ

て
ぐ
っ
た
り
と
し
て
い
る
。

　
「
先
生
、
治
る
で
し
ょ
う
か
」

　
「
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
で
す
よ
」

　
「
も
う
だ
め
で
す
」

　
声
に
も
な
ら
な
い
声
で
問
い
か

け
る
Ａ
さ
ん
に
ど
の
よ
う
に
声
を

掛
け
た
ら
よ
い
の
か
困
っ
て
し
ま

う
。
こ
ん
な
時
、
十
分
に
頑
張
っ

て
い
る
Ａ
さ
ん
に
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
と
声
を
掛
け
る
の
は
あ
ま

り
に
酷
に
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
訪
問
す
る
た
び
に
状
態
は
悪
く

な
っ
て
い
く
。

　
「
先
生
に
挨
拶
し
な
い
な
ん

て
。
も
と
も
と
、
愛
想
の
よ
い
父

だ
っ
た
の
で
、
不
思
議
で
す
」

　
「
そ
う
で
す
ね
」

　
「
苦
し
く
な
い
の
で
し
ょ
う
か
」

　
「
も
う
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
そ
ん
な
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
よ
」

　
「
苦
し
ま
な
い
で
逝
っ
て
く
れ

た
ら
と
思
う
の
で
す
が
。
そ
れ
で

も
少
し
で
も
長
く
一
緒
に
い
た
い

と
思
う
気
持
ち
も
あ
っ
て
不
思
議

で
す
」

　
そ
し
て
娘
さ
ん
、
奥
さ
ん
に
看

取
ら
れ
な
が
ら
息
を
引
き
取
ら
れ

た
。
認
知
症
の
奥
さ
ん
も
淋
し
い

淋
し
い
と
し
き
り
に
言
っ
て
お
ら

れ
る
の
が
耳
に
残
っ
て
い
る
。

　
亡
く
な
ら
れ
る
の
は
、
多
く
の

場
合
深
夜
で
あ
る
。

　
死
亡
診
断
書
を
書
く
の
は
た
い

て
い
の
場
合
、
明
け
方
と
な
る
。

誰
も
い
な
い
診
察
室
で
亡
く
な
っ

た
方
の
こ
と
を
思
い
返
し
て
診
断

書
を
記
載
す
る
。

　
人
が
亡
く
な
っ
て
も
、
何
も
な

か
っ
た
よ
う
に
時
間
は
過
ぎ
て
ゆ

く
。
人
生
と
は
何
な
の
か
、
人
生

の
儚
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
時
で

あ
る
。

在

宅

看

取

り

飯田 泰啓（相楽）

22診診診
察
室 話話話話話話話話話話話話話話話話話話話よよよよよよよよよよよよよよよよよよよももももよよよもよよよよよよもよよよよもよよもよもももももよよよよよよよよよよももももややややややややややややややややややままままやややまややややまやまままやややまややややややまやややまままややややややややややややややややややややま

第 11 回

　
長
年
協
会
で
、
医
療
安
全
対

策
部
会
の
実
務
に
携
わ
っ
て
本

会
会
員
へ
の
貢
献
を
継
続
し
、

07
年
5
月
後
進
へ
の
継
承
を
果

し
て
退
任
し
た
辻
市
太
郎
先
生

が
こ
の
3
月
25
日
、
享
年
89
歳

で
他
界
さ
れ
た
。

　
あ
ま
り
お
目
に
掛
か
ら
な
く

な
っ
て
か
ら
早
14
年
の
歳
月
が

流
れ
て
い
る
。
思
え
ば
先
生
と

は
筆
者
も
、
93
年
6
月
か
ら
の

山
田
亮
三
理
事
長
の
新
執
行
部

の
立
ち
上
げ
と
と
も
に
医
事
紛

争
処
理
部
（
現
・
医
療
安
全
対

策
部
会
）
担
当
理
事

と
し
て
協
会
実
務
に

参
加
し
た
が
、
折
し

も
筆
者
満
44
歳
、
先

生
は
満
59
歳
と
人
生

の
大
先
輩
で
も
あ
っ

た
。
爾
来
、
理
事
3

期
、副
理
事
長
1
期
、

監
事
3
期
、
計
7
期

14
年
の
長
き
に
渡
り

お
勤
め
い
た
だ
き
、

と
も
に
前
任
者
か
ら
引
き
継
い

だ
会
務
運
営
の
充
実
・
適
正
化

に
協
働
・
邁
進
し
た
こ
と
が
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

　
先
生
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

気
さ
く
な
方
で
、
筆
者
と
の
会

話
で
は
自
分
の
こ
と
を
「
僕
は

ね
…
！
」
と
お
っ
し
ゃ
り
、
⒜

「
宇
田
君
、
君
は
こ
の
件
、
実4

際
は

4

4

ど
う
考
え
る
ン
ヤ
？
」
な

ど
大
変
率
直
で
あ
っ
た
。
筆
者

に
は
⒝
「
医
療
過
誤
の
有
無
の

判
断
に
、
法
律
は
ど
う
か
ら
む

4

4

4

4

4

4

4

4

の
や
？
」
⒞
「
医
賠
責
保
険
で

保
険
金

4

4

4

（
適
正
額

4

4

4

）
の
支
払
い

4

4

4

4

が
値
切
ら
れ
ん
た
め
に
は
ど
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

し
た
ら
え
え
？

4

4

4

4

4

4

」
な
ど
議
論
を

吹
っ
掛
け
ら
れ
、
ご
自
分
も
よ

く
勉
強
さ
れ
た
が
、
⒟
「
君
は

ま
だ
若
い
か
ら
、
紛
争
処
理
に

要
る
法
律
学
を
も
っ
と
勉
強
し

て
、
産
婦
人
科
医
師
の
僕
に
も

4

4

4

4

4

4

解
る
よ
う
に

4

4

4

4

4

教
え
て
く
れ
！
」

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
筆
者
は
丁
度
そ
の
頃
、
日
本

臨
床
整
形
外
科
医
会
会
員
用
に

冊
子
『
医
療
事
故
・
医
事
紛
争

を
予
防
す
る
た
め
に
』
の
執

筆
・
完
成
を
急
い
で
お
り
、

さ
っ
そ
く
最
新
草
稿
を
お
渡
し

し
た
が
、「
要
は
、
医
療
行
為・

判
断
に
過
失
が
あ
っ
た
か
否
か

で
す
な
!?
　
悪
し
き
結
果
を
予

測
・
予
見
し
て
、
そ
れ
が
で
き

れ
ば
結
果
回
避
行
為
が
で
き

て
、
そ
れ
を
し
た
か
否
か
で
す

な
!?
」
と
ご
理
解
が
早
く
て
安

心
し
た
。「
そ
の
認
定
基
準
に

は
、
診
療
当
時
の
い
わ
ゆ
る
臨

床
医
学
の
実
践
に
お
け
る
医
療

水
準
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
か
否

で
、
要
は
教
科
書
、
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
必
要
な
知
識
を
十
分

知
っ
て
、
教
育
実
習
・
技
能
研

修
な
ど
で
、
安
全
か
つ
有
効
に

実
施
で
き
る
技
術
能
力
を
脳
と

体
に
覚
え
さ
せ
た
か
ど
う
か
で

す
な
！
　
よ
く
分
か
っ
た
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
値
切
ら
れ
な
い
適
正

な
額
の
支
払
い
に
は
、
損
害
の

公
平
な
分
担
の
観
点
か
ら
、
事

務
局
員
Ｎ
く
ん
が
強
く
主
張
し

た
「
寄
与
率
方
式
」
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

医事紛争解決支援活動と
会員への貢献とを懐かしむ

医療安全対策部会　宇田 憲司

　
そ
の
後
、
お
優
し
く
も
全
国

の
保
険
医
協
会
に
医
療
事
故
・

医
事
紛
争
の
予
防
を
テ
ー
マ
の

講
演
等
に
は
我
々
に
負
担
を
か

け
ぬ
よ
う
自
分
か
ら
よ
く
行
っ

て
い
た
だ
き
有
難
か
っ
た
。

　「
憾
み
や
文
句
を
言
う
患
者

側
も
辛
か
ろ
う
が
、
責
め
ら
れ

る
医
療
従
事
者
も
苦
し
い
も
の

だ
。
慰
め
・
励
ま
し
つ
つ
、
早

く
解
決
で
き
る
よ
う
努
力
し
よ

う
！
」
と
な
り
、
先
生
の
お
教

え
に
違
わ
ぬ
よ
う
今
な
お
会
員

の
た
め
、
よ
り
よ
い
シ
ス
テ
ム

の
構
築
・
運
営
と
自
負
し
て
、

本
会
の
紛
争
解
決
支
援
活
動
を

継
承
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
、

あ
の
頃
ご
一
緒
し
た
同
じ
く
産

婦
人
科
の
横
田
耕
三
先
生
と
と

も
に
こ
ち
ら
を
見
守
り
つ
つ
、

安
ら
か
に
ご
永
眠
下
さ
い
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

銷
夏
特
集
へ
の

会
員
の
投
稿
募
集

　
会
員
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
随
筆
（
8
0
0
字

程
度
）、
写
真
、
絵
、
短
歌
、
詩

な
ど
、
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

些
少
な
が
ら
お
礼
あ
り
！

　
多
く
の
先
生
方
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
締
切
は

6
月
27
日
（
月
）。

市民公開オンライン企画

長崎原爆被害の実相を聞く
―「黒い雨」広島高裁判決を受けて ―

　原爆投下直後の「黒い雨」の被害について、昨年７月の広島高裁判決は雨
に遭ったことのみを認定要件とし、疾病を発症していなくても被爆者である
と認めました。国は上告を断念、菅首相（当時）は同様の事情にある被害者
は救済するとの談話を発表しましたが、出てきた新たな指針案は疾病を条件
とし、さらに長崎への原爆投下時に郊外にいた「被爆体験者」は対象外とさ
れています。
　講演会では、長崎の「黒い雨」被害の実相について、原爆投下時に米軍が
撮影したきのこ雲の映像や残留放射線のデータなどを基に長崎原爆の被害の
解明を試みている大矢氏と、長崎被爆地域拡大協議会事務局長の山本氏に、
それぞれお話を伺います。

日　時  6 月 5 日 （日） 午後 3 時～ 5 時
講　師   大矢 正人 氏（長崎総合科学大学名誉教授）

山本 誠一 氏（長崎被爆地域拡大協議会事務局長）
主　催  近畿反核医師懇談会

【Zoomによる視聴の申し込み】
右記QRコードもしくはアドレスから、前日までにご登録
ください。https://bit.ly/3DmjcjH

訃
　
報

　
中
谷
光
一
氏
（
享
年
59
、
伏

見
）
4
月
14
日
ご
逝
去

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。 協

会
の
無
料
相
談
室

　
会
員
の
希
望
さ
れ
る
専
門
家

を
ご
紹
介
。
相
談
は
無
料
（
１

事
案
、
１
回
限
り
）。
詳
細
は

協
会
ま
で
。

追
悼
　
辻 

市
太
郎 

先
生
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